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(57)【要約】
【課題】電池モジュールを監視する電池監視装置の保護
回路において、経路を溶断することなく回路を過電流か
ら保護する。
【解決手段】保護回路１１において、信号線群１２は複
数の電圧信号線１２Ａを備え、各々の電圧信号線１２Ａ
は複数の単位電池４の電極部２Ｃ又は電池モジュール２
の電極部２Ａ，２Ｂにそれぞれ接続される。第１保護回
路１３は複数のツェナーダイオード１６を備え、各々の
ツェナーダイオード１６は複数の電圧信号線１２Ａの信
号線間において単位電池４と並列に接続される。抵抗部
群１５は複数の抵抗部１９を備え、各々の抵抗部１９は
各々の電圧信号線１２Ａにおいてツェナーダイオード１
６と単位電池４との間に介在して電流を制限する。第２
保護回路部１４は複数のバリスタ１７を備え、各々のバ
リスタ１７は複数の電圧信号線１２Ａの信号線間におい
て単位電池４と並列に接続される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の単位電池が直列に接続された構成をなす電池モジュールを監視する電池監視装置
の保護回路であって、
　複数の電圧信号線を備え、直列に接続された複数の前記単位電池の電池間電極部又は前
記電池モジュールの端部電極部に各々の前記電圧信号線が電気的に接続される信号線群と
、
　直列に接続される複数のツェナーダイオードを備え、各々の前記ツェナーダイオードが
複数の前記電圧信号線の信号線間において前記単位電池と並列に接続されるとともに、各
々の前記ツェナーダイオードのアノードが、並列に接続される前記単位電池の負極側の前
記電圧信号線に接続され、カソードが正極側の前記電圧信号線に接続される第１保護回路
部と、
　複数の抵抗部を備え、各々の前記抵抗部が各々の前記電圧信号線において前記ツェナー
ダイオードと前記単位電池との間に介在しつつ電流を制限する抵抗部群と、
　直列に接続される複数のバリスタを備え、各々の前記バリスタが複数の前記電圧信号線
の信号線間において前記単位電池と並列に接続されるとともに、各々の前記バリスタの各
端子が前記電圧信号線において前記抵抗部と前記単位電池との間に接続される第２保護回
路部と、
　を有する電池監視装置の保護回路。
【請求項２】
　請求項１に記載の前記保護回路と、
　前記保護回路における複数の前記電圧信号線にそれぞれ接続され、各々の前記電圧信号
線に印加された電圧がそれぞれ入力される監視回路と、
　を含む電池監視装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池監視装置の保護回路、及び電池監視装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複数の電池セル（単位電池）が直列に接続されてなる電池モジュールを車載用として用
いる場合、各々の電池セルの電圧等を監視して、電池セルの状態を監視することが望まれ
る。この点に関し、特許文献１には、電圧計測ラインを介して各電池セルの電圧を電圧計
測部によって監視する電池システムの例が開示されている。この電池システムでは、電池
モジュールに通常より大きい電圧が印加された場合、電圧計測ラインに設けられたヒュー
ズを介してツェナーダイオードに電流が流れ、ヒューズが溶断する。そして、このような
ヒューズの溶断により回路を保護する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１２１２４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１で開示される電池システムは、一度ヒューズが溶断すると、溶断し
たヒューズを新たなヒューズに交換する作業を行わない限り、その経路において電池セル
の電圧監視できなくなる。つまり、この電池システムは、ヒューズの溶断によって回路を
保護する動作を行った後、その溶断した経路での電圧監視が不能となり、その回復には、
手間のかかる作業が避けられないという問題を抱えている。
【０００５】
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　本発明は上述した事情に基づいてなされたものであり、経路を溶断することなく回路を
過電流から保護し得る電池監視装置の保護回路、及び電池監視装置を提供することを目的
とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明は、
　複数の単位電池が直列に接続された構成をなす電池モジュールを監視する電池監視装置
の保護回路であって、
　複数の電圧信号線を備え、直列に接続された複数の前記単位電池の電池間電極部又は前
記電池モジュールの端部電極部に各々の前記電圧信号線が電気的に接続される信号線群と
、
　直列に接続される複数のツェナーダイオードを備え、各々の前記ツェナーダイオードが
複数の前記電圧信号線の信号線間において前記単位電池と並列に接続されるとともに、各
々の前記ツェナーダイオードのアノードが、並列に接続される前記単位電池の負極側の前
記電圧信号線に接続され、カソードが正極側の前記電圧信号線に接続される第１保護回路
部と、
　複数の抵抗部を備え、各々の前記抵抗部が各々の前記電圧信号線において前記ツェナー
ダイオードと前記単位電池との間に介在しつつ電流を制限する抵抗部群と、
　直列に接続される複数のバリスタを備え、各々の前記バリスタが複数の前記電圧信号線
の信号線間において前記単位電池と並列に接続されるとともに、各々の前記バリスタの各
端子が前記電圧信号線において前記抵抗部と前記単位電池との間に接続される第２保護回
路部と、
　を有する。
【０００７】
　第２の発明の電池監視装置は、前記保護回路と、前記保護回路における複数の前記電圧
信号線にそれぞれ接続され、各々の前記電圧信号線に印加された電圧がそれぞれ入力され
る監視回路と、を含む。
【発明の効果】
【０００８】
　第１の発明では、電池モジュールの全体又は一部で過電圧が生じ、いずれかの電圧信号
線間の電位差が大きくなった場合に、その電圧信号線間に配置されるバリスタに対して電
流を流し、過電流が監視回路側に流れ込むことを防ぐことができる。このようにバリスタ
に電流を流すことができるため、バリスタが存在しない場合と比較してツェナーダイオー
ドに流れる電流は小さく抑えられる。そして、過電流発生時に一部電流がツェナーダイオ
ードを流れた場合、ツェナーダイオードによって電圧信号線間の電圧をクランプすること
ができる。このとき、バリスタよりも監視回路側において、ツェナーダイオードの精度で
電圧信号線間の電圧をクランプすることができる。つまり、バリスタでのクランプ精度が
ばらついたとしても、ツェナーダイオード側ではツェナーダイオードの精度でクランプす
ることが可能となる。
【０００９】
　第２の発明によれば、第１の発明と同様の効果を奏する電池監視装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例１の電池監視装置を備えた車載用電池システムを例示する回路図である。
【図２】実施例１の電池監視装置を備えた車載用電池システムにおいて、システム電源か
ら電池監視装置に対して過電圧が印加される場合の一例を示す説明図である
【図３】実施例１の電池監視装置を備えた車載用電池システムにおいて、システム電源か
ら電池監視装置に対して過電圧が印加される場合の別例を示す説明図である
【図４】比較例の車載用電池システムにおいて、システム電源から電池監視装置に対して
過電圧が印加される場合の一例を示す説明図である
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【図５】比較例の車載用電池システムにおいて、システム電源から電池監視装置に対して
過電圧が印加される場合の別例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　＜実施例１＞
　以下、本発明を具体化した実施例１について説明する。
　図１に示す車載用電池システム１は、複数の単位電池４が直列に接続されてなる車載用
の電池モジュール２（以下、電池モジュール２ともいう）と、この電池モジュール２の各
部位の電圧を検出する車載電池用の電池監視装置１０（以下、電池監視装置１０ともいう
）とを備えている。なお、図１～図５において、一部の単位電池４を省略して示しており
、省略された単位電池４に対応する回路も省略して示している。
【００１２】
　電池モジュール２は、車載用の電源として機能し得る蓄電手段であり、例えば電動車両
（ＥＶやＨＥＶ）の走行用モータの電源等として車両に搭載される。電池モジュール２は
、例えば、リチウムイオン二次電池やニッケル水素二次電池などからなる単位電池４を複
数個直列に接続した直列接続体として構成されている。
【００１３】
　電池モジュール２は、後述する電池監視装置１０に対して着脱可能とされており、例え
ば、電池モジュール２の端部電極部２Ａ，２Ｂ（以降、電極部２Ａ，２Ｂともいう）及び
電池間電極部２Ｃ（以降、電極部２Ｃともいう）にそれぞれ接続された各端子３と、各電
圧信号線１２Ａとが着脱可能とされている。また、電池モジュール２の電極部２Ａ，２Ｂ
にはシステム電源５が接続されている。システム電源５は、電池モジュール２を充電し得
る車載用電源であり、電力を出力し得る電源であればよい。図１の例では、電池モジュー
ル２の電極部２Ａ，２Ｂにシステム電源５からの出力電圧が印加され、このような電力供
給により電池モジュール２において各単位電池４の充電がなされる。
【００１４】
　電池監視装置１０は、保護回路１１、及び監視回路である電池監視ＩＣ２０を備えてお
り、電池モジュール２を監視する装置として構成されている。
【００１５】
　保護回路１１は、信号線群１２、第１保護回路部１３、第２保護回路部１４、及び抵抗
部群１５を有している。
【００１６】
　信号線群１２は、複数の電圧信号線１２Ａを備えている。これら電圧信号線１２Ａは、
電池モジュール２の電極部２Ａ，２Ｂ、及び直列に接続された複数の単位電池４のそれぞ
れの電極部２Ｃに各々が電気的に接続されている。
【００１７】
　電極部２Ａは、電池モジュール２の一端部の電極部であり、電池モジュール２において
、最も大きい電位の電極部である。電極部２Ｂは、電池モジュール２の他端部の電極部で
あり、電池モジュール２において、最も小さい電位の電極部である。電極部２Ｃは、直列
に接続された単位電池４間において一方の単位電池４の正極と他方の単位電池４の負極が
電気的に接続された部分である。また、これら電極部２Ｃのそれぞれの電位は、電極部２
Ａに近い電極部２Ｃが、電極部２Ａから遠い電極部２Ｃに比べて大きい。具体的には、複
数の電極部２Ｃの各々は、電池モジュール２において回路内で電極部２Ａに近い位置とな
るにつれて電位が大きくなる。
【００１８】
　第１保護回路部１３は、最も電位が高い電圧信号線１２Ａと最も電位が低い電圧信号線
１２Ａとの間に直列に接続される複数のツェナーダイオード１６を備えている。いずれの
ツェナーダイオード１６も、両端が２つの電圧信号線１２Ａにそれぞれ接続されるように
信号線間に設けられる。各々のツェナーダイオード１６は、電極部２Ａ，２Ｂ，及び２Ｃ
にそれぞれ接続される複数の電圧信号線１２Ａにおいて、電池モジュール２に対する接続
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部位が回路内において隣り合う２つの電圧信号線１２Ａに接続されている。ツェナーダイ
オード１６の両端が接続される両電圧信号線１２Ａ（電池モジュール２に対する接続部位
が隣り合う電圧信号線１２Ａ）は、回路内において電極部２Ｂに近いほうが電位が低く、
電極部２Ａに近い信号線のほうが電位が高くなる。
【００１９】
　ツェナーダイオード１６は、電極部２Ａ，２Ｂ，及び２Ｃにそれぞれ接続される複数の
電圧信号線１２Ａの信号線間において単位電池４と並列に接続され、アノードが当該ツェ
ナーダイオード１６と並列に接続される単位電池４の負極側の電圧信号線１２Ａ（相対的
に電位が低い電圧信号線）に接続され、カソードが正極側の電圧信号線１２Ａ（相対的に
電位が高い電圧信号線）に接続される。
【００２０】
　各ツェナーダイオード１６は、両端が２つの電圧信号線１２Ａにそれぞれ接続され、相
対的に電位が高い電圧信号線１２Ａにカソードが接続され、その電圧信号線１２Ａの次に
電位が低い電圧信号線１２Ａにアノードが接続されている。このように接続されるため、
ツェナーダイオード１６に対して並列に接続された単位電池４の端子間電圧が所定値まで
高くなると、ツェナーダイオード１６のカソード側からアノード側に電流が流れる。これ
により、ツェナーダイオード１６の両端に接続された２つの電圧信号線１２Ａ間の電圧は
所定電圧以下に維持される。
【００２１】
　第２保護回路部１４は、最も電位が高い電圧信号線１２Ａと最も電位が低い電圧信号線
１２Ａとの間に直列に接続される複数のバリスタ１７を備えている。これらバリスタ１７
は電極部２Ａ，２Ｂ，及び２Ｃにそれぞれ接続される複数の電圧信号線１２Ａの信号線間
において単位電池４と並列に接続されるとともに、各々のバリスタ１７の各端子が電圧信
号線１２Ａにおいて後述する抵抗部１９と単位電池４との間に接続される。いずれのバリ
スタ１７も、両端が２つの電圧信号線１２Ａにそれぞれ接続されるように信号線間に設け
られる。各々のバリスタ１７は、電極部２Ａ，２Ｂ，及び２Ｃにそれぞれ接続される複数
の電圧信号線１２Ａにおいて、電池モジュール２に対する接続部位が回路内において隣り
合う２つの電圧信号線１２Ａに接続されている。各バリスタ１７は各単位電池４及び各ツ
ェナーダイオード１６に対して並列に接続されている。いずれの電圧信号線１２Ａでも、
バリスタ１７の接続部位は、ツェナーダイオード１６の接続部位と単位電池４の接続部位
との間となっている。
【００２２】
　バリスタ１７は、当該バリスタ１７に対して並列に接続された単位電池４の端子間電圧
が所定値まで高くなると、当該バリスタ１７の両端に接続された２つの電圧信号線１２Ａ
のうちの電位が高い一方の電圧信号線１２Ａから、電位が低い他方の電圧信号線１２Ａに
向けて電流が流れる。これにより、バリスタ１７の両端に接続された２つの電圧信号線１
２Ａ間の電圧は所定電圧以下に維持される。
【００２３】
　抵抗部群１５は、複数の抵抗部１９を備えている。これら抵抗部１９は各々の電圧信号
線１２Ａにおいてツェナーダイオード１６と単位電池４との間に介在しつつ電流を制限す
る。具体的には、各々の電圧信号線１２Ａにおいて、ツェナーダイオード１６が接続され
る部位とバリスタ１７が接続される部位との間に抵抗部１９が設けられており、各抵抗部
１９は、各々の電圧信号線１２Ａにおいて第２保護回路部１４側から第１保護回路部１３
側に電流が流れる際に電圧降下を生じさせるように電流を制限している。
【００２４】
　電池監視ＩＣ２０は、保護回路１１における複数の電圧信号線１２Ａにそれぞれ接続さ
れ、各々の電圧信号線１２Ａに印加された電圧がそれぞれ入力される。電池監視ＩＣ２０
は、各々の電圧信号線１２Ａを介して入力される入力電圧を検出し、複数の電圧信号線１
２Ａにおける各信号線間の電圧（即ち、各単位電池４の電極間電圧（セル電圧））をそれ
ぞれ検出する機能を有する。電池監視ＩＣ２０は、複数の電圧信号線１２Ａがそれぞれ接
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続される複数の入力端子を備えており、各電圧信号線１２Ａを介して入力されるアナログ
電圧信号を検知する。更に、各電圧信号線１２Ａを介して入力されるアナログ電圧信号に
よって各電圧信号線１２Ａ間の電位差（即ち、各単位電池４の端子間電圧）を検出する。
なお、電池監視ＩＣ２０は、入力された各アナログ電圧信号をデジタル信号に変換するＡ
Ｄ変換器を有していてもよく、各アナログ電圧信号に基づく判定や制御を行い得る制御回
路（ＣＰＵ等）を有していてもよい。
【００２５】
　次に、この電池監視装置１０の動作について説明する。
　本構成では、電池モジュール２を構成する複数の単位電池４が同等の構成をなし、いず
れの単位電池４も満充電時の電圧が所定値程度となっている。また、複数のバリスタ１７
は同等の構成をなし、いずれのバリスタ１７もバリスタ電圧が同程度となっている。また
、複数のツェナーダイオード１６は同等の構成をなし、いずれのツェナーダイオード１６
もツェナー電圧が同程度となっている。各単位電池４の満充電時の端子間電圧は、各バリ
スタ１７のバリスタ電圧よりも小さく且つ各ツェナーダイオード１６のツェナー電圧より
も小さい。
【００２６】
　各単位電池４の両端に接続される両電圧信号線１２Ａ間の電圧がいずれも正常範囲内（
単位電池４の満充電時の電圧値（所定値）よりも低い範囲）であり、電池モジュール全体
の両端（電極部２Ａ，２Ｂ）に接続される両電圧信号線１２Ａが正常範囲内である場合、
いずれのバリスタ１７においても、両端に接続される両電圧信号線１２Ａ間の電圧がバリ
スタ電圧よりも小さくなるため、各バリスタ１７には電流が流れない。また、この場合、
いずれのツェナーダイオード１６においても、両端に接続される両電圧信号線１２Ａ間の
電圧がツェナー電圧よりも小さくなるため、各ツェナーダイオード１６には電流が流れな
い。この場合、電極部２Ａ，２Ｂ，２Ｃの各電圧に応じたアナログ電圧信号が、各電圧信
号線１２Ａを介して電池監視ＩＣ２０に入力される。よって、電池監視ＩＣ２０は、電極
部２Ａ，２Ｂ，２Ｃの各電圧、あるいは各単位電池４の端子間電圧（セル電圧）を検出す
ることができる。
【００２７】
　次に、異常発生時の動作の一例として、システム電源５からの出力電圧が正常範囲より
も大きくなった状態（過電圧出力状態）における電池監視装置１０の動作について説明す
る。
【００２８】
　まず、比較対象として、図４のような電池システムにおいて、システム電源５からの出
力電圧が正常範囲よりも大きくなった状態（過電圧出力状態）における動作について説明
する。図４で示す電池システムでは、システム電源５から過電圧が出力され、電極部２Ａ
に接続される電圧信号線１１２Ａと電極部２Ｂに接続される電圧信号線１１２Ａとの間の
電位差が大きくなると、これら両側の電圧信号線１１２Ａ間に直列に接続された複数のツ
ェナーダイオード１１６の各端子間電圧Ｖ２が増大する。そして、端子間電圧Ｖ２がツェ
ナー電圧より大きくなると、複数のツェナーダイオード１１６を介して電極部２Ａ側から
電極部２Ｂ側に電流が流れて、各ツェナーダイオード１１６の両端の電圧がツェナー電圧
程度の大きさにクランプされる。このとき、電極部２Ａ，２Ｂに接続された電圧信号線１
１２Ａに設けられたヒューズＦに過電流Ｉ１が流れる。そして、過電流Ｉ１がヒューズＦ
の定格電流を超えて溶断電流に達すると、ヒューズＦが溶断する。この後、システム電源
５からの出力電圧が過電圧出力状態を継続すると、溶断したヒューズＦが接続された電圧
信号線１１２Ａに隣り合う電圧信号線１１２ＡのヒューズＦが溶断することになり、最終
的に全てのヒューズＦが溶断することになる。このようにヒューズＦが溶断すると、電池
監視ＩＣやツェナーダイオード１１６が設けられた回路側には過電流が流れ込まなくなる
が、電池監視ＩＣ２０は電池モジュール２の各部位の電圧を検出できなくなる。このため
、図４の電池システムでは、ヒューズＦが溶断してしまうとシステム電源５の過電圧出力
状態を解消できてもヒューズＦを交換しなければ動作することができない。
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【００２９】
　これに対して、図２で示す本構成の電池監視装置１０は、システム電源５から過電圧が
出力され、電極部２Ａに接続される電圧信号線１２Ａと電極部２Ｂに接続される電圧信号
線１２Ａとの間の電位差が大きくなると、これら両側の電圧信号線１２Ａ間に直列に接続
された複数のバリスタ１７の各端子間電圧Ｖ４が増大する。そして、各バリスタ１７の端
子間電圧Ｖ４が各バリスタ１７のバリスタ電圧より大きくなると、各バリスタ１７を介し
て電極部２Ａ側から電極部２Ｂ側に電流Ｉ２が流れ、各バリスタ１７の両端電圧は所定電
圧程度にクランプされる。
【００３０】
　また、システム電源５から過電圧が出力されて電極部２Ａに接続される電圧信号線１２
Ａと電極部２Ｂに接続される電圧信号線１２Ａとの間の電位差が大きくなった場合、これ
ら両側の電圧信号線１２Ａ間に直列に接続された複数のツェナーダイオード１６の各端子
間電圧Ｖ６も増大する。そして、各端子間電圧Ｖ６が各ツェナーダイオード１６のツェナ
ー電圧より大きい場合には、各ツェナーダイオード１６を介して電極部２Ａ側から電極部
２Ｂ側に電流Ｉ３が流れて、各ツェナーダイオード１６の両端電圧はツェナー電圧程度の
大きさにクランプされる。
【００３１】
　このように、電池監視装置１０は、システム電源５から過電圧が出力されることで電極
部２Ａに接続される電圧信号線１２Ａと電極部２Ｂに接続される電圧信号線１２Ａとの間
の電位差が大きくなった場合、バリスタ１７が直列に接続された経路とツェナーダイオー
ド１６が直列に接続された経路のいずれにも電流が流れ、電池監視ＩＣ２０側に過電流が
流れ込むことを抑えることができる。そして、このように両直列経路に電流が流れる状態
では、各電圧信号線１２Ａに配置された各抵抗部１９の存在により、バリスタ１７側から
ツェナーダイオード１６側に向かう方向の電流が制限される。このため、バリスタ１７が
直列に接続された経路の経路両端電圧Ｖ３よりも、ツェナーダイオード１６が直列に接続
された経路の経路両端電圧Ｖ５ほうが電圧が小さくなり、過電圧発生時に各ツェナーダイ
オード１６に印加される電圧が抑えられる。また、電池監視装置１０では、バリスタ１７
が直列に接続された経路が存在するため、少なくともその分だけツェナーダイオード１６
が直列に接続された経路に流れる電流を抑えることができる。更に、本構成では、図２の
ような過電圧の発生時に、バリスタ１７が直列に接続された経路においてより大きな電流
を流すことができ、ツェナーダイオード１６が直列に接続された経路の電流Ｉ３は、バリ
スタ１７の経路の電流Ｉ２よりも小さくすることができる。
【００３２】
　本構成では、ツェナーダイオードとバリスタの性質上、各ツェナーダイオード１６のク
ランプ電圧の個体間のばらつきは、各バリスタ１７のクランプ電圧の個体間のばらつきよ
り小さくなる。つまり、過電圧発生時に各バリスタ１７のクランプ電圧が大きくばらつい
たとしても、各ツェナーダイオード１６のクランプ電圧は、ばらつきを抑えて一定値付近
に保つことができる。よって、電池監視ＩＣ２０において隣り合う入力端子間の電位差が
ばらつきに起因して増大してしまうことを防ぐことができる。
【００３３】
　本構成では、図２のような過電圧が発生した場合に、上述したような保護動作がなされ
る。そして、何らかの処理又は対応によってシステム電源５の過電圧状態が解消して通常
状態となった場合、各ツェナーダイオード１６の端子間電圧Ｖ６及び各バリスタ１７の端
子間電圧Ｖ４がいずれも小さくなるため、各バリスタ１７の経路及び各ツェナーダイオー
ド１６の経路には流れなくなる。このように通常状態に復帰した場合には、電池監視ＩＣ
２０によって、電極部２Ａ，２Ｂ，２Ｃの各電圧、あるいは各単位電池４の端子間電圧（
セル電圧）を検出することができる。
【００３４】
　次に、異常発生時の動作の別例として、システム電源５からの出力電圧が正常範囲より
も大きくなる状態（過電圧出力状態）が発生した場合に、電極部２Ａ，２Ｂ，及び２Ｃの
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いずれかがオープン故障しているときの電池監視装置１０の動作について説明する。
【００３５】
　まず、図５で示す比較例で上記異常が発生した場合について説明する。図５で示す電池
システムにおいて、システム電源５から過電圧が出力されたときに直列に接続されるべき
単位電池４の一部で断線等のオープン故障が生じている場合、図５のように、オープン故
障している位置を回避してヒューズＦ及びツェナーダイオード１１６を通るように過電流
が流れる。具体的には、図５のように、過電圧発生に伴い、オープン故障した単位電池４
に対して並列に配置されたツェナーダイオード１１６の両端電圧Ｖ１０が増大し、電圧Ｖ
１０がツェナー電圧より大きくなると、このツェナーダイオード１１６に電流Ｉ７が流れ
るとともに両端電圧がツェナー電圧程度の大きさにクランプされる。そして、電流Ｉ７が
ヒューズＦの定格電流を超えて溶断電流に達すると、ヒューズＦが溶断する。この場合も
、ヒューズＦを交換しなければ溶断した経路を介しての電圧検出ができなくなる。
【００３６】
　これに対して、実施例１の電池監視装置１０は、図３に示すように、システム電源５か
ら過電圧が出力されたときに直列に接続されるべき単位電池４の一部（図３の例では、２
番目の単位電池４の端子間電極部２Ｃ）で断線等のオープン故障が生じている場合、図３
のように、オープン故障している位置を回避してバリスタ１７及びツェナーダイオード１
６を通るように過電流が流れる。具体的には、図３のように、過電圧発生に伴い、オープ
ン故障した単位電池４に対して並列に配置されたバリスタ１７の両端電圧Ｖ１１及びツェ
ナーダイオード１６の両端電圧Ｖ１２が増大する。オープン故障した単位電池４に並列に
配置されたバリスタ１７の両端電圧Ｖ１１がバリスタ電圧より大きくなると、このバリス
タ１７に電流Ｉ８が流れて、このバリスタ１７の両端の電圧が所定電圧にクランプされる
。また、オープン故障した単位電池４に並列に配置されたツェナーダイオード１６の両端
電圧Ｖ１２がツェナー電圧より大きくなると、このツェナーダイオード１６に電流Ｉ９が
流れて、このツェナーダイオード１６の両端電圧がツェナー電圧程度にクランプされる。
【００３７】
　このように、図３のような状態で過電圧が発生した場合でも、オープン故障した単位電
池４に対して並列に設けられたバリスタ１７、及びツェナーダイオード１６を介して過電
流を流し、回路を保護することができる。この場合も、抵抗部１９の存在により、バリス
タ１７側からツェナーダイオード１６側に向かう方向の電流が制限され、ツェナーダイオ
ード１６に印加される電圧が抑えられる。また、少なくともバリスタ１７に流れる電流Ｉ
８の分は、ツェナーダイオード１６に流れる電流を抑えることができ、更には、バリスタ
１７においてより大きな電流を流すことができるため、ツェナーダイオード１６の電流Ｉ
９よりも小さくすることができる。また、バリスタ１７のクランプ電圧の誤差が大きかっ
たとしても、ツェナーダイオード１６のクランプ電圧は、所望の値に高精度に保つことが
できる。
【００３８】
　次に、上記構成の効果を例示する。
　保護回路１１は、電池モジュール２の全体又は一部で過電圧が生じ、いずれかの電圧信
号線間の電位差が大きくなった場合に、その電圧信号線間に配置されるバリスタ１７に電
流を流し、過電流が電池監視ＩＣ（監視回路）側に流れ込むことを防ぐことができる。こ
のようにバリスタ１７に電流を流すことができるため、バリスタ１７が存在しない場合と
比較してツェナーダイオード１６に流れる電流は小さく抑えられる。そして、過電流発生
時に一部電流がツェナーダイオード１６を流れた場合、ツェナーダイオード１６によって
電圧信号線間の電圧をクランプすることができる。このとき、バリスタ１７よりも電池監
視ＩＣ（監視回路）側において、ツェナーダイオード１６の精度で電圧信号線間の電圧を
クランプすることができる。つまり、バリスタ１７でのクランプ精度がばらついたとして
も、ツェナーダイオード１６側ではツェナーダイオード１６の精度でクランプすることが
可能となる。
　＜他の実施例＞



(9) JP 2018-93679 A 2018.6.14

10

20

30

40

　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例に限定されるものではなく、例えば
次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
【００３９】
　上述した実施例では、電池モジュール２の一例を示したが、電池モジュールを構成する
単位電池の数は複数であればよく、その数は限定されない。また、電池モジュールの各部
位に接続される電圧信号線の数も複数であればよく、その数は限定されない。
【００４０】
　上述した実施例では、電池モジュール２の電極部２Ａ，２Ｂ，及び電極部２Ｃに電圧信
号線１２Ａが接続された構成を例示したが、電池モジュールの端部電極部及び全ての電池
間電極部のうちいずれか１つ又は複数位置に電圧信号線が接続されていなくてもよい。例
えば、直列に接続された単位電池４において複数個毎に電圧信号線が接続されていてもよ
い。
【００４１】
　上述した実施例では、単位電池４として、ニッケル水素電池やリチウムイオン電池とい
った二次電池を例示したが、これらの二次電池の代わりに、電気二重層キャパシタなどの
蓄電手段を用いてもよい。
【００４２】
　上述した実施例では、電池監視装置１０の外部に電池モジュール２が設けられた構成を
例示したが、電池監視装置は、電池モジュールを含んだ構成であってもよい。つまり、電
池監視装置は、構成要素として電池モジュールを含んでいてもよく、含んでいなくてもよ
い。電池監視装置が構成要素として電池モジュールを含む場合、例えば、ツェナーダイオ
ード、電圧信号線などが基板に設けられてなる回路構成体と、電池モジュールとが一体的
に構成されていてもよい。
【００４３】
　上述した実施例では、１つの電池監視装置１０が１つの電池モジュール２の各部位を監
視する例を示したが、車両内に複数の電池モジュールが設けられる場合、複数の電池モジ
ュールを監視するように電池監視装置が設けられていてもよく、各電池モジュールにそれ
ぞれ対応するように電池監視装置が設けられていてもよい。例えば、複数の電池モジュー
ル２が直列に接続され、直列に接続された複数の電池モジュール２に対してシステム電源
から出力電圧が印加されてもよい。この場合、各々の電池モジュール２に１つの電池監視
装置がそれぞれ接続されていてもよく、複数の電池モジュール２に対し１つの電池監視装
置が接続されるように割り当てられてもよい。また、各々の電池モジュール２に対して複
数の電池監視装置が割り当てられていてもよい。
【符号の説明】
【００４４】
　２…電池モジュール
　２Ａ，２Ｂ…端部電極部
　２Ｃ…電池間電極部
　４…単位電池
　１０…電池監視ＩＣ（監視回路）
　１１…保護回路
　１２…信号線群
　１２Ａ…電圧信号線
　１３…第１保護回路部
　１４…第２保護回路部
　１５…抵抗部群
　１６…ツェナーダイオード
　１７…バリスタ
　１９…抵抗部
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